P-05 

取扱説明書 


エソテ u ック製品をお買い上げいたださ、誠にあ 0 びとラございます。 

エソテリック製品は、最良の音質で末永くお使いいただくために、一 
台一台を厳しい品質管理のちとに製造してお0ます。最良のコンディ 
シヨンでお使いいただくために、ご使用になる前にこの取扱説明書を 
よくお読み<ださい。また、お読みになったあとは、いつでも見られ 
るところに保証書と一緒に大切に保管してください。 

末永<ご愛用くださいますよラ、お願い申し上げます。 


@曲歷‘度 

、一 ^/ DIGITAL AUDIO 



安全にお使いいただくために 


製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止ずる 
ために、攻下のを意事項をよくお読みください。 


AI 

を化 LUT の内容を無視して誤った取り扱いをずると、义災や感電などによって、 
tim 死亡や大怪我などの人身事故の原因となりまず。 

を 

電源 プラグを 
コンセントか 
5掘す 

万一、異常び起きた 5 

煙が出たり、変なにおいや音がずるとさは。 

機器の内部に異物や水などび入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
異常状態のまま使用ずると、乂災•感電の原因となりまず。販売店またはティアック 
修理センター ( 28 ぺージに記載)に修理をご依頼ください。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしない。 

電源コードを加工したり、無 I 里に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したり 
しない。 

コードび破損ずると火災•感電の原因となりまず。万一、電源コードび傷んだら(お 
線の露出、断線など)、販売店またはティアック修理センター ( 28 ページに記載)に交 
換をご依頼 < ださい。 

0 

禁止 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴ=やほこ 0 び付着ずると、乂災-感電の原因とな 0 
ます。電源プラグを抜いてから、ゴ=やほこ 0 を取 0 除いて<ださい。 


交流100ボルトむがの電圧で使巧しない。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみでず。表おされた電源電圧(交流 100 ボルト） 
LU 外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しな 
いで<ださい。火災-感電の原因とな 0 まず。 


機器の上になびんや水などび入った容器を置かない。 

内部に水び入ると火災-感電の原因となりまず。 


この機器のキャビネットは拖巧にがさない。 

キャビネットを開けたり改造ずると、火災•感電の原因となりまず。内部の点検•修 
理は販売店またはティアック修理センター （ 28 ページに記載)にご依頼ください。 

分解禁止 

この機器を改造しない。 

火災-感電の原因とな 0 まず。 

〇 

強制 

この機器を設置ずる場合は、壁か5吕 0 cm む上の間隔をおく。また、放熱をよくずる 
ために、他の機器との間はかし離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か5已 cmW 上、背面か 510 cmJ ； Lh のずき 
まをあける。 

内部に熱びこち 0、 火災の原因とな 0 まず。 
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A liTF のの巧を無視して誤った巧り扔し > をずると、 威雷 やその佈の重がによっ 

ZlA /- 

ヒ/胃\ て、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることびありまず。 


オーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 
説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定①コードを使巧ずる。 

それ L ソ外の物を使用ずると故障、 火災、 感電の原因とな 0 まず。 

〇 

電源を入れる前には音量を最ルにずる。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあ 0 まず。 

強制 

この機器は 14kg あり大変重いので、開個や持ち運びの際はけびをしないよラにま意 
ずる。 


この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手び届くようにずる。 

異常び起さた場合は、ずぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 


ぐ 5 ついた台の上や傾いた所など不を定な場所に置かない。 

湿気やほこりのをい場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたる場所に置かない。 

火災-感電やけびの原因となることびあ 0 まず。 

0 

禁止 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふくび溶けて、火災-感電の原因となることびありまず。 

濡れた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因となることびあ 0 まず。 


電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張 5 ない。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびありまず。必ずプラグを持って抜い 
て < ださい。 

を 

電源 プラグを 
コンセントか 
6 掘す 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントか 5 巧き、が 
部の接続コードを外ず。 

コードび傷つさ、乂災-感電の原因となることびあ 0 まず。 

旅行などで長期間この機器を使巧しないときは、安を①ため必ず電源プラグをコンセ 
ントか 5 巧く。 

お手入れの際はままのため電源プラグをコンセントか 5 巧く。 

感電の原因となることびあ 0 まず。 
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安全にお使いいただくために(続き) 


電池の取り扱いについて 

本製品は電池を使用していまず。誤って使用すると、発熱、発火、液漏れなどの原因となりますので、し处下のを意事項を必ず 
守って < ださし、。 


A * • 


/!\ 胃 乾電池に関ずるま意 

0 

乾電池は絶対に巧電しない。 

破裂、液をれにより、火災•けびの原因となりまず。 

禁止 



A / iM 訓に肖ずるま意 

〇 

強制 

電池を入れるときは、極性表示(プラス®とマイナス©の向き）にま意し、電池ケース 
に表示されているとおりに正しく入れる。 

間違えると破裂、あちれにより、火災、けびや周囲を巧損ずる原因となることびあり 
よ9 〇 

長時間使用しないときは電池を取り出しておく。 

液びちれて火災、けび、周囲を巧損ずる原因となることびありまず。をし液びをれた 
場合は、電池ケースについた液をよくおさ取ってから新しい電池を入れてください。 
また、万一ちれた液び身体についたとさは、水でよく洗い流してください。 

0 

禁止 

指定に(がの電池は使用しない。 

新しい電池と古い電池、または種類の違う電池を混ぜて使用しない。 

破裂、液をれにより、火災、けびや周囲を巧損ずる原因となることびありまず。 

您） 

分解禁止 

金属製のル物類と一緒に携帯、保管しない。 

ショートして液ちれや破裂などの原因となることびありまず。 

分解しない。 

電池内の酸性物質により、皮膚や衣服を損傷する恐れがあります。 


口 

愛情点検 


電源ケーブルや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となるこ 
とびありまず。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと、より効果的でず。 

已年に]度は、販売店または弊社サービス部門に内部の点検をご依頼ください。 
費用についてはお問い合わせください。 
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"Super 冉 udioCD " と " DSD — は登歸商標でず。 

r し LINK 」 は、 IEEE 1 394-1 99 已仕様およびその拡張仕様を示す呼 
称です。 R は、し LINK に準拠した製品につけられる□ゴです。 
n . LINK 」 と R は商標です。 


お使いになる前に 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びありましたら、お買い上げに 
なった販売店または弊社 AV お客様相談室 (28 ページに記 
載)にご連絡ください。 

電源コード X 1 
U モコン ( RC -1 156) X 1 
U モコン用乾電池禅 3) X 2 本 
フエ J レト X 3 枚 
取扱説明書(本誌 )X ] 

ご愛用者カード X ] 


使用上の注意 

♦本機の上には物を置かないでくださし、。 

♦ 直射日光び当たる場所や暖房器具の近くなど、温度び高 
くなるところに置かないでください。また、アンプなど 
熱を発生する機器の上には置かないでください。 

♦再生中はディスクび高速回転しているので、本機を持ち 
上げた0動かしたりしないでください。ディスクを傷つ 
ける恐れびあります。 

♦ ガラスドア付さラックに設置した場合、ガラスドアを閉 
めたまま U モコンの日 PEN / CL 日 SE ボタン ( A ) を押して 
ディスクトレーを開けないでください。強い力でディス 
クトレーの動さび巧げ5れると、故障の原因にな0ます。 

♦本機を移動したり、引っ越しなどで捆包する場合は、必 
ずディスクを取り出してください。ディスクを内部に入 
れたまま移動すると、故障の原因とな0ます。 

♦ 安定した場所に設置してください。 

•テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたまま 
テレビをつけると画面にしま模様び出る場合びあります 
び、本機やテレビの故障ではありません。このよラな場 
合は本機の電源を切つてください。 
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お使いになる前に(続き) 


設置について 

本機の底板には、工具鋼を焼さ入れ処理した高硬度ピンポ 
イント脚と鉄製の脚び強固に取り付け5れています。 

フットスタンドはぐ5ついた状態になっていますび、設置 
するとピンポイント支持にな0、振動を効果的に分散させ 
ます。 


ピンポイント脚 



フツトスタンド(鉄製） フットスタンドび落ちない 

よラに止めるためのネジ 


電源の極性について 

付属の電源コードのプラグ部分の極性表示マーク (▲) は、 
本機のアース側を示しています。一般的に、家庭用電源コ 
ンセントの差し込み□は、長い溝の方びアース側でず。 

接続時の電源プラグの差し込む向を(極性)によって、音質 
び変わることびあります。お好みの音質となる向さで接続 
して < ださい。 



(アース側) 


♦本機は大変重いので、設置の際は、けびをしないよラに 
十分ごを意ください。 

♦設置面を傷付けたくない場合は、フットスタンドの裏に 
付属のフェルトを貼ってお使いください。 


結露現象について 

本機を寒い戸外か5暖かい室内に持ち込んだり、設置し 
た部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレンズに 
水滴びついて正常に動作しないことびあります。この場 
合は、電源を入れて1〜2時間そのまま放置してくださ 
い。正常に再生で走るよラになります。 


お手入れ 

トップカバーやパネル面の巧れは、薄めた中性洗剤をかし 
含ませた柔らかい巧でおいたあと、固く絞った巧で水拭さ 
して < ださい。 

ゴムやビニール製品を長時間触れさせると、キャビネット 
を傷めることびありますので避けて<ださい。化学ぞラさ 
んやベンジン、シンナーなどでおかないでください。表面 
を傷める原因とな0ます。 

A お手入れはを全のため電源プラグをコンセントか6抜 
いて巧ってください。 
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ディスクについて 


下の表に表示されているマークはディスクレーベル、また 
はジャケットに付いています。本機はこの表のディスクを 
アダプターなしで再生することびでさます。 

この表のデイスク政外は再生で走ません。 

本機で再生でさるディスクの種類とマーク 


上記 ly がのディスクを再生ずると、大音量のノイズを発生 

してスピーカーを破損したり、聰覚を傷付ける恐れがあり 

まず。上記 ly がのディスクは絶巧に再生しないでくだをい。 

♦ DVD ビデオ、 DVD オーディオ、ビデオ CD 、 DVD - 
ROM . CD - R 日 M などは再生できません。 

♦コピーコント□—ル CD や DualDisc など、 CD の標準規 
格に準拠していない特殊なディスクは正常に再生でをな 
いこと びあります。本機で特殊なディスクを使用した隙 
の動作や音質に ついては 保証致しかねます。特殊なディ 
スクの再生に支障びある場合は、該当するディスクの発 
売元にお問い合わせください。 

CD - R / CD - RW について 

本磯は音楽 CD フォーマツ トで記録された CD - R / CD-RW 

を再生することびでさます。 

♦ CD レコーダーで作成したディスクは、忘れずにフアイ 
ナライズしてください。 

ディスクの品質、記録の状態によっては再生でさないこと 

がありまず。詳しくはお手持ちの機器の説明書をお読みく 

ださい。 

ディスクの取り扱い 

♦ディスクはレーベル面を上にしてセツトしてください。 
(コンパクトディスクの再生は片面だけでず） 

♦ディスクをケースか5取り出すとさは、必ずケースの中 
むを一度押して、ディスクのが周部分を手ではさむよラ 
に持ってください。 

取り出し方 ディスクの正しい持ち方 

を 


♦信号録音面(レーベルびない面)に傷、指紋、ミちれなどび 
あると、再生時にエラーの原因となることびあ0ますの 
で、お取0扱いにはごま意ください。 

♦信号記録面に指紋やほこりびついた5、柔5かい布で内 
側中むからが側へ直角方向に軽く拭いてください。 
ディスクの汚れは音質低下の原因となりますので、いつ 
ちされいに清掃して保管してくださし、。 



♦レコードクリーナー、帯電防止剤、ベンジン、シンナー 
などで絶対に巧かないでください。これ5の化学薬品で 
表面び侵されることがあ0ます。 

♦直射曰光び当たる場所や、高温多湿な場所には放置しな 
いで < ださい。 

♦ ディスクのレーベル面に何か書さ込むときは、油性の 
フェルトペンをお使いください。ボールペンなど、先端 
の固いペンを使ラと、ディスク面を傷つけて再生びで走 
なくなる場合びあります。 

♦再生び終ったディスクは、必ずケースに入れて保管して 
ください。そのままディスクを放置するとそりやキズの 
原因となります。 

♦ディスクにラベルなどを目ちらないで<ださい。ディスク 
にセ□八ンテープやレンタルディスクのシールなどをは 
びしたあとびあるもの、またシールなどから糊びはみ出 
ているものは使用しないでください。そのまま本機にか 
けると、ディスクび取0出せな<なったり、故障の原因 
となることびあ0ます。 

♦市販の CD 用スタビライヴーは、絶対に使用しないでくだ 
さい。再生でをなくなったり、故障の原因となります。 

♦ ヒビび入ったディスクは使巧しないでください。 

♦八ートおや八角形など特殊形状のディスクは、機器の故 
障の原因となりまずので使用しないでください。 




お 

0 


•本機は VRDS ターンテープルメカニズムを使用していま 
すので、ディスクのレーベル面がミちれていると、ディス 
クびターンテーブルに貼0付いてしまラ原因となります。 
ディスクのレーベル面にミちれがついた5、柔らかい巧な 
どで拭さ取ってください。 

♦ レーベル面に印刷ずるタイプのディスク(プ I 」ンタブル 
ディスク)は使巧しないで<ださい。表面び特殊加工さ 
れているため、本機にかけると、ディスクび取り出せな 
くなったり、故障の原因となることびありまず。 

CD - R や CD - RW ディスクの取り扱いについてご不明な点び 
ある場合は、直接ディスクのメーカーにお問い合わせくだ 
さい。 
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スーパー オーディオ CD 


音楽用 CD 
















どれか 1 系統を 
接続してください。 



XLR ピン番号 
1.仁 OMMON 
吕 .HOT (+) 
3.仁 OLD (-) 


エソテリックでは、 U フアレンスとして エソテリック 
MEXCEL ストレスフリー 7 N ケーブルを使用していま 
す。エソテリック MEXCEL ケープルシリーズは 、 UTF 
のをのび発売されています。 

RCA オーディオケーブル巨 NC デジタルケーブル 
XLR オーディオケープルスピーカーケーブル 
RCA デジタルケーブル パワーケーブル 
XLR デジタルケープル 


AC 100 V 


接続 


A 接続時のを意 

♦ 全ての接続び終わつてか5電源プラグを差し込んでください。 

♦接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 


D / A コンパーター ( D -05) 




- 戀 



i.LINK ケ—ブル 





































































































□ デジタル音声出力端子 

デジタル音声を出力します。 D / A 〕 ンバーター ( D -0 已 
など)のデジタル入力端テと接続してください。 

接続には市販のケーブルをお使いください。 

XLR :バランス型 XLR デジタルケーブル 
RCA : RCA 同軸デジタルケーブル 
!. LINK ( AUDI 0 S 400) : 

S 4 日日対応の目ピンまたは4ピンの i.LIMK 
ケ-ブル ( IEEE 13日4ケ-ブル） 

接続した端子に台わせて、デジタル出力のオン/オフ 
を設定してくだをい。 （1 色〜17ページ） 

スーパーオーディオ CD のデジタル音声を出力ずるた 
めには、 i 丄 INK ( AUDIO ) 端子のある D / A コンパーター 
と i 丄 INK ケーブルで接続してください。 


♦ エソテリツクの D / A 〕 ンバーター ( D - Ol / D - OS / 
D - 日己)または Dual AES に対応している D / A コンバー 
ターと接続する場合は、 2本のケーブルを使って本機 
の XLR 1( L ) 端テと D / A コンバーターの L 端テ、本機の 
XLR 2( R ) 端子と D / A コンバーターの R 端子をそれぞれ 
接続して < ださい。 

♦ lUNK ( AUDI 日)端子は、接続した機器との双方向の 
データ転送び巧能なインターフェースです。入力/出 
力の区別はありません。 

♦ LLink 端子は、目ピンと4ピンの端子を備えています。 
接続するケーブルによってどち5かをご使用くださ 
い。 

複数の機器と i 丄 ink ケーブルで接続ずる場合は、両方 
の端テを使ってください。 （ i 丄 ink ケーブルの接続につ 
いては、2目ページをお読みください） 

♦ LLINK 端テを使ラとさは、接続した機器に合わせて 
n . LINK 」 の設定を切り換えてくださし、。 （17 ページ） 


スーパーオーディオ CD をダウン S ックスなしでマル 
チチャンネル再生ずるためには、し LINK 接続を用いま 
ず。 

まず、 P - 日己の LUNK ( AUDI 日)端子を D - 日已の 
i 丄 INK ( AUDI 日)端子と接続します。次に、 D - 日已のも 
うひとつのし UNK ( AUDI 日)端テを、もう]台の D - 日己 
と接続します。3台目ち同様に、数珠つなざに接続し 
まずり頃不同)。 

ワードシンク端テち接続してください(順不同)。 

D - 日己の設定で、それぞれ該当するチヤンネルを選択 
して < ださい。 


□ つー ドシンク入力端子 [WORD SYNC IN ] 

同期信号を入力します。 

市販の目 NC 同軸デジタルケーブル(インピーダンスび 
7已〇のをの)を使って、 D / A コンバーターまたはマス 
ターク□ックジェネレーターのワードク□ック出力端 
子 (WORD SYNC 日 UT ) と接続してくださし、。 

♦ 入力でさるワードク□ックは、 

44.1 /88.2/1 76.4/1 日日 kHz です。 （ 1已ぺージ） 


Q アース端子 [ S に NAL GND ] 

SIGNAL GND を市販のビニール電線で D / A コンバー 
夕一 やアンプなどとアース接続すると、 音質び良くな 
ることびありまず。 

♦ 安全アースではありません。 


田電源コ-ド 

電源コード接続ソケットに付属の電源コードを差し込 
んで<ださい。全ての接続び終わった日、電源プラグ 
を AC 1 日日 V の電源コンセントに差し込んでくださし、。 
♦ 本機の電源コード接続ソケットは3ピン仕様になって 
し、ますび、アースピンはシャーシには接続されていま 
せん。 

^エソテリック純正の電源コード列は使わないでくだ 
をい。义災や感電の原因になることびありまず。また、 
長期間使用しないときは、コンセントか6電源プラグ 
を抜いておいてくだをい。 
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各部の名称(本体) 



® 電源 ボタン [ POWER ] 

電源のオン/オフを切り換えます。電源びオンのとさは、 
ボタンの周囲び青く光0ます。 

[ U ディスクトレー 

因才ープン/ク□-ズボタン [ OPEN / CLOSE ] 

ディスクトレーを開閉します。 

@スキップボタン 

前または後ろにスキップしまず。再生中に1秒];(上巧し 
続けると再生スピードび変わります。に0ページ） 

[!]- 時停止ボタン[ II ] 

再生を一時停止します。 （19 ページ） 

E 再生ボタン [►] 

ディスクを再生します。 （18 ページ） 


[ H ] ディスプレー 
圧]リモコン受光部 

U モコンか日の信号を受信します。 IJ モコンを使用す 
るとさは、 IJ モコンの先端をこちらに向けて操作して 
くださし、 （13 ページ） 

[7] メニューボタン [ MENU ] 

ワードシンク、 DAC モード、優先再生エ1」ア、し LINK 
出力の設定に使いまず。 （14 ページ） 

面ワードインジケーター [ WORD ] 

ワードシンクをオンにすると点滅を始め、ク□ックを 
感知して同期ずると点灯に変わ0ます。 


@停止ボタン [■] 

再生を停止しまず。 （1 日ページ) 


J0 













































各部の名称(ディスプレー） 


曰回 



□ 


回 


□ 


DOWN MIX 


I L]rc1「R MMULTir 

|LS1 〔 S] 〔 RS|| LFE ] 


□ 


□ ディスクインジヶ-夕- 

セツトされているディスクの種類を表示します。 

向 リピ ート インジケ ー タ ー 

U ピート再生中に点灯しまず。 

日メッセ-ジ表示部 

再生時間など各種メッセージび表示されます。 


^3 7ルチチヤンネルインジケーター 

音声出力の設定び 「Multi ch 」 のときに点灯します。 

Q チヤンネルインジケーター 

再生中の音声チャンネルび点灯します。 

し LINK インジケーター 

i . LINK 出力びオンのときに点なします。 


0ダウン S ックスインジケーター 

サラウンドの音声をダウン S ックスして出力している 
ときに点灯します。 


















凸オン/スタンパイボタン [ON/UGHT、STANDBY] 

本機では使用しません。スタンバイ機能のあるエソテ 
U ックの機器をオン/スタンバイずることびできます。 
また、日 N ボタンを押ずと、 U モコンの白いボタンび数 
秒間点灯しまず。 

[3 数字 キー 

選曲に使います。 


Q 再生エリアボタン [PLAY AREA] 

停止中に押すと、スーパーオーディオ CD の再生エリア 
を切り換えまず。 （21 ページ） 


囚2チヤンネル/マルチチヤンネルボタン [2CH/MULTI] 

アナ□グ音声出力の2チヤンネル/マルチチヤンネルを 
切り換えます。 （21 ぺージ） 


[3 スキヤンボタン （イイ/ ►►) [SCAN] 

早送り/早戻しに使用します。口〇ぺージ) 

[3 停止ボタン (■)[STOP] 

再生を停止します。 （19 ページ） 


囚再生ボタン (►) [PLAY] 

ディスクを再生しまず。 （18 ページ） 

田音量ボタン [VOLUME] 

本機では使用しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
ター、アンプなどで使用することびでさます。 


[I入力切換ボタン [INPUT] 

本機では使巧しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
ター、アンプなどで使用することびでさます。 


H デイマーボタン [DIMME 刊 

本体のデイスプレーの明るさを4段階で調節でをます。 
但2ぺージ） 

























































〇セットアップボタン [SETUP] 

本機では使用しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
ター、アンプなどで使用することびでをます。 

Q 才ープン/ク□-ズボタン(±) [OPEN/CLOSE] 

ディスクトレーを開閉します。 （18 ページ） 

[3 クリアボタンにに AR] 

数字キーを押し間違えたとさなどに使います。 

[J] ディスプレーボタン [DISPLAY] 

再生中または停止中にこのボタンを巧すと、ディスプ 
レーの表示び切り換わりまず。 （23 ページ） 

0リピートボタン [REPEAT] 

ディスクのリピート再生に使用します。 （22 ページ） 

□ DVD 操作ボタン 

本機では使巧しません。エソテ U ックの DVD プレー 
ヤーを操作することびでをます。 

囚 スキップボタン（I ィィ/ ►►i)[TRACK/CHAP] 

前または後ろのトラックにスキップします。 

(2 日ぺージ） 

□ -時停止ボタン…） [PAUSE] 

再生を一時停止します。 （1 日ページ） 

g ミュートボタン [MUTING] 

本機では使用しません。エソテ U ックの D / A コンバー 
ターやアンプを操作ずることびでをます。 


U モコンについて 


リモコン使用上のま意 

♦リモコンの先端を本体の U モコン受光部に向けて、7 
メー トル];(巧の距離で操作してください。本体と U モコ 
ンの間には障害物を置かないでください。 

♦ I 」モコンの受光部に直射曰光や照明の強い光び当たって 
いると、 U モコン操作びでさないことびあります。 

♦本機の I 」モコンを操作すると、ホが線によりコント□一 
ルする他の機器を誤動作させることびありますのでごま 
意くださし、。 

電池の入れ方 

ドライバーを使って U モコン下部のフタを外し、電池ケー 
スを引を出して<ださい。 ® と©の向をを確認して乾電池 
(単3形)2本を入れた5、電池ケースを戻し、フタを閉めて 
ください。 



電池の交換時期 

操作範囲び狭<なった0、操作キーを押してち動作しない 
場合は、2本とも新しい電池に交換してください。 

使い終わった電池は電池に記載された廃棄方法、をしくは 
各市町村指定の廃棄ち法に従って捨ててください。 

A 電池についての注意 

乾電池を誤って使用ずると、電池の破裂、液もれにより、 
义災、けびや周囲をミち損ずる原因となることがありまず。 

4ページのミち意をよぐ読んでご使用ください。 
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設定モード 



II MENU ボタンをくり返し押して、変更ずる 
項目を選ぶ。 


MENU 

冷 

MENU ボタンを押す度に、デイスプレーの表示び変 
わ 0 ます。 

] 日秒上放置すると、設定モードは解除されて通常 
の表示に戻ります。 


白 !◄◄/►►! ボタンを使って、設定を変更する。 


〇 咬 

各設定内容については、 14 〜 17 ぺージをお読みくだ 
さい。 


0通常の表示になるまで MENU ボタンをくり 
返し押して、設定を終了ずる。 


MENU 



または、 ] 日秒上放置するか、停止ボタンを 1 回押 
すと、設定を終了して通常の表示に戻ります。 


変更でさる項目と設定 

CONV > ホホホ 

CD 再生時に XLR 端子か 5 出力するデジタル信号の、 
アップコンバートするサンプリング周波数を切り換え 
ます。 

VVORD > 夺夺ホ 

ワードシンクのオンとオフを切 0 換えます。 

LAYER > ホホホ 

スーパーオーディオ CD と CD の 2 層構造になっている 
八イブリッドディスクをセットしたとさに、どの層を 
優先的に再生するのかを設定します。 

XLR > ホホホ 

XLR 端子か 5 出力するデジタル信号のフォーマットを 
切り換えます。 

i >ホホホ 

LUNK(AUDI 日)端子から出力する信号の種類を切り換 
元ます。 

RCA > ホホホ 

RCA 端子からのデジタル出力のオン/オフを切 0 換え 
ます。 

DAC > ホホホ 

接続する D / A コンバーターの種類を設定します。 

(通常の表示） 

設定を終了しまず。 


• 設定した内容は、電源プラグを损いた状態で放置して 
わ半永久的に保持されます。 
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CONV (アップコンバート） 

CD の44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を、2倍または4倍 
にアップコンバートして XLR 端子か日出力することびでを 
ます。 

88.2 

CD の 44. 1 kHz のヴンプ U ング周波数を、2倍にアップ 
コンパートして出力します。 

176.4 

CD の 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を、4倍にアップ 
コンバートして出力します。 

OFF 

アップコンパート機能をオフにします。 

♦し LINK 端子/ RCA 端子からは、アップコンパ'-卜した信 
号は出力でさません。 

♦ スーノくーオーディオ CD 再生時はアツプコンバート機能 
は働さません。 


WORD (ワードシンク） 

ワードシンクのオンとオフを切り換えまず。 

ON 

エソテリック G - 日 Rb や G -03 X などが部同期信号(ワード 
ク□ック)を出力する機器と接続し、システムの同期(ク 
□ック)を一元化して再生するときや、本機を高精度な 
外部ク□ックで動作させるとさに選んでください。 

♦ 本機は!; TF のク□ックに対応しており、入力された信号 
によって自動的に切り換わりまず。 

44.1 kHz 、88.2 kHz 、176.4 kHz 、 1日日 kHz (ユニバ— 
サルク□ック） 

♦オンにすると、 W 日 RD インジケーターび点滅して外部 
ク□ックをサーチしまず。ク□ックを感知して□ックす 
ると点な(青)に変わ0、外部同期による再生び可能にな 
りまず。 

OFF 

外部同期信号(ワードク□ック)を使わないときに選んで 
<ださい。 

♦ワードシンクのオン/オフを切り換えると、 D / A 〕 ンバー 
夕一か 5 ノイズび出ることびあります。本機を停止して、 
アンプの音量を絞ってから操作して < ださし、。 

♦ D / A コンノ 又ーターのつー ドシンクをオンにしている場合 
は、本機ちワードシンクをオンにしてください。本機の 
ワードシンクをオフにして使巧した場含、ノイズび出る 
ことびお0ます。 
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設定モード(続き) 


LAYER (優先再生エリア） 

スーパーオーディオ CD の中には、2チャンネルとマルチ 
チャンネルび記録されたディスクや、スーパーオーディオ 
CD と CD の2層構造になっている八イブリツドディスクび 
あります。 

八イブ リツ ドのスー パー オーディオ CD を セツ トしたとを 
に、最初に読み込むェ I 」アを設定します。 


SACD 

スーノ くーオーディオ CD 層を優先的に読み込みます。 

2已ぺージのに ch / マルチ ch の切換」びに ch M 日 DE 」 に 
設定されているとさは、2チヤンネルの層を再生しまず。 
[Multi M 日 DE 」 に設定されているときは、マルチチヤン 
ネルの層を再生します。 

CD 

CD 層を優先的に読み込みます。 

DSD 信号に対応していない D / A コンパ‘一夕一を接続す 
るときは、こち5を選んでください。 


♦ここで選んだ層びディスクに収録されていない場合は、 
他の層を再生します。 

♦ディスクの停止中に PLAY AREA ボタンで再生エリア 
を切り換えた場合 (21 ページ)、ディスクを交換すると 
ここで選んだ設定に戻ります。 

♦スーパーオーディオ CD を再生するためには、し Unk 端 
子を備えた D / A コンパーターと i 丄 ink ケーブルで接続し 
て < ださい。 


XLR(XLR 出力設定） 

XLR 端子の接続のしかたによって設定を切り換えます。 

Single 

XLR 端テからステレオのデジタル信号を出力します。1 
本の XLR ケープルで D / A コンバーターと接続している 
とさに選んでくださし、。 

Dual 

XLRl ( L ) 端子か5は L チャンネルのデジタル信号を、 
XLR 2( R ) 端子か5は R チャンネルのデジタル信号を出 
力します。エソテ U ックの D / A 〕 ンバーター ( D - Ol / 
D - 日 3/ D - 日已)または Dual AES に対応している機器と本 
機を3本の XLR デジタルケーブルで接続している場合に 
選んでください。 

OFF 

XLR 端テから出力しません。 XLR 端テを使用しないと 
さに選んでください。 
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i (し LINK) 

i . UNK ( AUDI 日)端子をアンプまたは D / A コンパ'—夕一と接 
続している場合は、 i . UNK ( AUDI 日)端子から出力ずる信号 
の種類を選ぶ必要びあ0ます。 

i . LINK 端テを使用する場合は、「日日日已引または 「 PCM 」 に 
設定してください。 


609已8 

スーパーオーディオ CD の再生時は DSD 信号び出力され 
ます。 

C □の 再生時は、 IEC 目日日己8 フオーマッ トの信号び出力 
されます。 

PCM 

スーパーオーディオ CD の再生時は DSD 信号び出力され 
ます。 

CD の再生時は、 U ニア PCM 信号 フオーマットで 出力さ 
れます。 

OFF 

i . LINK 端テか5出力しません。 i . LINK 端子を使用しなし、 
とさは、 OFF にしてください。 

♦スーパーオーディオ CD を再生するとをは、「日日目已8」 
と 「 PCM 」 のどち5に設定しても同じ信号を出力します。 

♦ スーノくーオーディオ CD のサラウンドの音声を出力する 
ためには、に ch / マルチ ch の切換」を 「Muiti M 日 DE 」 に 
設定してください。 「2 ch M 日 DE 」 にした場合は、ダウ 
ン S ックスされた音声び出力されます。 （21 ページ） 

♦音声の出力に問題びある場合は、接続したアンプや D/A 
コンバーターの取扱説明書で、対応しているフ オーマッ 
卜をご確認ください。 

♦ i . LINK 端子で接続された受信側の機器びフ□ーレートコ 
ント□ールに対応している場合は、自動的にフ□-レー 
トコント□ールモードで信号を出力します。 

♦ PCM フオーマットの信号に対応していない機器と接続 
するときは、目日目已別こ設定してください。 

♦アップコンバートの設定は LLink 端テの出力には影響し 
ません。 


RCA(RCA 出力設定） 

RCA 端子か5のデジタル出力のオン/オフを切り換えます。 

ON 

CD を再生したとさに RCA 端子か5出力されます。 

OFF 

RCA 端子か日出力しません。 RCA 端テを使用しないと 
をに選んでください。 

♦アップコンバートの設定は RCA 端テの出力には影響し 
ません。 

DAC (D/A コン/ V- 夕一設定） 

接続する D / A コンバーターの種類によって、設定してくだ 
さい。 

D -01 

エソテ U ックの□-日]と接続ずる場合に選んでくださ 
い。 

ES-DAC 

D -01 1；(がのエソテ U ックの D / A コンノく一夕一と接続す 
る場合に選んでくださし、。 

Others 

ェソテリツクがの D / A コンノ くーターと接続する場合に 
選んでください。 
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再生 



日 


曰曰 


□ 


白 


□ 本体の電源ボタンを押す。 



電源ボタンの周囲とディスプレーび点灯します。 


0ディスクのレーベル面を上にしてトレーの 
中巧にのせる。 



参ディスクび中央のガイドか5がれた状態でトレーを開 
じると、ディスクび中で引つかかりトレーび開かな< 
なることびあ0ますので、ディスクは必ずトレーの中 
央のガイドにしっかり合わせて置いてください。 


00 PEN / CLOSE ボタン ( A ) を押ず。 


已 OPEN / CLOSE ボタン ( A ) を押ず。 

ディスクトレーび手前に出ます。 


冷 


OPEN/CLOSE 

冷 


ディスクトレーび閉まります。指を挟まないようにご 
ま意< ださし、。 

♦ ディスクの読み込みにはを少時間びかか0ます。 


参本機はメカニズムの構造上、トレーび開く前にピック 
アップを最外周に移動しますので、トレーび開<まで 
に時間びかか0ます。 


□ PLAY ボタン (►) を押ず。 

再生び始まります。 
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ST 日 P ボタン (■) を押すと再生び停止し、本体の ST 日ドボ 
タンの周囲び青く点灯します。 


再生中または停止中に数字キーを押すと、その巧か5再 
生を始めます。 


巧番7: Q 

+10 +10 3 

幡23 : 〇 ^ 〇 ■=> 〇 


rERlC 


一時停止ずるには 


0 0 0 0 


PAUSE 


再生中に PAUSE ボタン ( H ) を押すと再生び一時停止し、本 
体の PLAY ボタンのインジケーターび青く点灯します。 

PLA 丫ボタン (►) または PAUSE ボタン…)を押すと、再び 
再生び始まります。 


再生をやめるには 


ディスクトレーを開閉ずるには 




OPEN/ 

CLOSE 


日 PEN / CLOSE ボタン ( A ) を巧すとトレーび開き、もう一 
度押すと閉まります。 

♦ ディスクの再生中に日 PEN / CL 日 SE ボタンを押した場 
合は、トレーび開くのに数秒かかります。 


数字キーで選んで再生ずるには 




STOP 



beo 
bbb 
2060 wo 

105090 
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再生(続き) 


スキップずるには 


TRACK/CHAP 



再生中に本体または U モコンの TRACK / CHAP ボタン 
( W 4 ►►■►►1) を巧すと、前または後ろの曲にスキップし 
て再生を始めます。 

♦ ボタンを]回巧すと、再生中の曲の頭に戻0ます。 

それより前に戻0たいとさは、 W ボタンを続けて巧し 
て < ださい。 

ただし、巧の最初の1秒内でボタンを巧した場合 
は、前の巧にスキップします。 

♦停止中または一時停止中に44/ w ボタンを押すと、 
選んだ巧の頭で一時停止状態になります。 


早送り/早戻しするには(スキャン) 



再生中に U モコンの SCAN ボタン （ィィ/ ►►) を巧すと早送 
り/早戻しび でを ます。聴をたい部分び見つかった5、 
PLAY ボタン(►佑押してください。 

SCAN ボタン （一/ ►►佑くり返し押すと、早送り/早戻 
しの速度び3段階に変わ0まず。 

:早送り （1) 一早送り (2) —早送り (3) 

一通常の再生 

:早戻し (1) 一早戻し (2) —早戻し (3) 

一通常の再生 


♦本体の場含は、再生中にスキップボタン(卜 /►►I) を 
1砂心 LL 押すと早送り/早戻しの速度び変わります。 
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再生エリアの切り換え 2 ch / マルチ ch の切換 



スーパーオーディオ CD には、2チャンネルとマルチなど複 

数のエ U アを持つをのや、スーパーオーディオ CD と CD の 

2層構造になっているちのびあります。 

停止中に U モコンの PLA 丫 AREA ボタンを押すと、スー 

パーオーディオ CD の再生エ U アを切0換えることびでさ 

ます。 

♦本体で再生エ U アの切換をするには、停止中に MENU 
ボタンを3抄政上押してください。 

♦ ノ V イブ U ッドディスクについては、設定モードの 
LA 丫 ER (優先再生エ U ア)で、スーパーオーディオ CD と 
CD のどち5の層を優先的に再生するのかあ5かじめ設 
定しておくことちでさます。 （1 日ページ） 

♦ U モコンの 2 CH / MULTI ボタンで音声の出力を設定ず 
ると、 スーパーオーディオ CD のマルチチャンネルと2 
チャンネル両方のエ U アを持ったディスクを読み込むと 
きに、優先的に設定に合ったエ U アを読み込みます。 （2] 
ぺージ） 

♦ スーノ くーオーディオ CD の3チャンネルエ U アを選択す 
ると 、 「SACD 2か」と表示され、チャンネルインジケー 
夕一のし R び点灯します。スーパーオーディオ CD のマ 
ルチチャンネルエ U アを選択すると 、 「SACD MuItU と 
表示され、すべてのチャンネルインジケーターび点丹し 
ます。 CD のエリアを選択すると、に〇 Area 」 と表示さ 
れ、チヤンネルインジケーターは消灯します。 


2CH/ 

MULTI 



停止中に 2 CH / MULTI ボタンを押ずたびに、 2 CH / マルチ 
CH の設定び切0撰ね0ます。 


2 ch MODE 

2チャンネルの音声を出力しまず。 

この設定にずると、スーノ くーオーディオ CD のマルチチャ 
ンネルと2チャンネル両方のエ U アを持ったディスクを 
読み化むとさに、2チャンネルのエ I 」アを優先的に読み 
込みます。再生エ U アを切り換えるには、ディスクを読 
み込んだ後で、 PLA 丫 AREA ボタンを押して選んでく 
ださい。 

マルチチャンネルのソースを再生した場合は、音声はフ 
□ントし R にダウン S ックスされます。（ダウンミック 
スインジケーターび点阿します。） 

ステレオ再生するとをに選んでください。 

Multi MODE (マルチ CH ) 

己.1チャンネルの独立した音声び出力されます。 D - 日已 
を3台使用ずる場合に選んでくださし、。 

この設定にずると、スーノ くーオーディオ CD のマルチチャ 
ンネルと2チャンネル両方のエ U アを持ったディスクを 
読み込むとさに、マルチチャンネルのエ U アを優先的に 
読み込みます。再生エ U アを切0換えるには、ディスク 
を読み込んだ後で 、 PLAY AREA ボタンを巧して選ん 
で < ださい。 

2チャンネルのソースを再生した場合は、音声はフ□ン 
卜し R か5のみ出力されます。 

• TMulti MODE 」 に設定すると、「而证 fi 」 インジケーター 
び点灯しまず。 

♦再生中は切0換えでをません。再生を停止してから切り 
換えてください。 
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リピート再生 ディマー 



なな. 〇 
〇 0 0 〇| 



再生中に REPEAT ボタンを押すたびに、 U ピートモードび 
変わります。 

REPEAT TRK REPEAT DSC -n 
(トラック U ピート）（ディスク U ピート） 

- REPEAT OFF ^- 

(通常の再生） 

トラックリピート 

再生中の曲をくり返し再生します。 U ピート再生中に他 
の巧を選ぶと、その巧をくり返し再生します。 

ディスクリピート 

再生中のディスクの全曲をくり返し再生します。 


参再生を停止するとリピート再生は解除されます。 


〇 0 I 〇 
0 0 0 0 
0 0 0 0 
0 0 0 0 



DIMMER ボタンを押すと、本体のデイスプレーとボタン 
照明の明るさを調節でをます。 

FL Dimmers (通常の明るさ） ■< - 

I 

FL Dimmer 2 

I 

FL Dimmerl 

I 

消灯- 


• 「消阿」を選ぶと、ディスプレーとインジケーターび消灯 
します。消灯した状態で電源をオフにすると消灯は解除 
され、次に電源を入れたときは Dimmerl の明るさにな 
ります。 

• 消灯中に再生ボタンなどを押ずと、約3秒間だけデイス 
プレーび点灯します。 
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ディスクの情報を見る 出荷時の状態に戻すには 



D に PLAY 





POWER 




再生中または一時停止中に D に PLA 丫ボタンを押すと、 
デイスプレーの表示び次のよラに切り換わります。 


再生中のトラック番号 再生中のトラックの 

経過時間 


再生中のトラックの残り時間 


ディスクの経過時間 


ディスクの残り時間 


設定した内容は、電源プラグを抜いた状態で放置してち半 
永义的に保持されまず。 

政下の操作をすると、設定した内容を工場出荷時の状態に 
戻し、ずべてのメモ U - を消去します。 

1. 電源をオフにずる。 

電源びオンだった場合は、 P 日 WER ボタンを押して電源 
をオフにしてから3日砂政上待ってくださし、。 

2. STOP ボタンを f 甲しなび 6P0WER ボタンを f 甲ず。 

ディスプレーに 「Setup CLR (設定消去)」び表示された 
5 ST 日 P ボタンか日指を離してくださし、。 


♦ 停止中は、ディスクの総トラック数と総再生時間を表示 
します。 


総トラック数 デイスクの総再生時間 
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困ったとさは 


本機の調テびおかしいときは、サービスを依頼される前に 
下の内容ををラー度チェックしてください。また、本機 
处外の原因わ考え5れます。接続した機器の使用方法わ合 
わせてご確認 < ださし、。 

それでち正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店ま 
たはティアック修理センター （28 ページに記載)にご連絡 
<ださい。 

電源び入5ない。 

今電源コードび、本体背面のインレットとコンセントに 
接続されているか確認してくださし、。 

♦ 電源コードび、接続されたコンセントに電流び流れて 
いるか、別の機器を接続するなどして確認してくださ 
い。 

リモコンで操作できない。 

■►本体の電源をオンにしてください。 （18 ページ） 

♦ 電池び消耗していた5、2本とわ新しい電池に交換し 
てください。 （13 ページ） 

♦ 本体と U モコンの間に障害物びあると操作でさません。 
本体の正面か57六ートル]内の距離で、本体の方を 
向けて操作してください。 （13 ページ） 

他の電子機器が誤動作ずる。 

♦ワイヤレス U モコン機能を持つ電子機器は、本機の U 
モコン操作によ0誤動作する可能性びあ0ます。 

再生でをない。 

♦ ディスクをトレーの中むに正しくセットしてくださし、 
ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクのレー 
ベル面を上にして入れ直してください。 

♦ ディスクびミちれている場合は、ディスクを H いてくださ 
し、。 （7 ぺージ） 

♦本機の内部び結露している場合は、電源を入れて1、2 
時間放置してください。（目ページ） 

ボタンを押してち反応しない。 

♦ 続けてボタンを押すと、機械側び対応できずに動作し 
ないことびあ0ます。ボタンを押ずとさは、機械び反 
応するまでかしお待ちください。 

雑音がずる。 

テレビなど強い磁気を帯びたをのからはでをるだけ離 
して設置してくださし、。 


スピーカーか5音が出ない。音が重む。 

■► D / A コンバーター、アンプ、スピーカーとの接続を確 
認してください。 （8 ページ） 

♦ 接続した端モにをわせて、デジタル出力を切り換えて 
ください。 （14 ページ） 

♦ アンプなどの音量を調節してくださし、。 

♦ ディスクび巧れている場合は、ディスクを拭いてください。 
(7 ぺージ） 

♦一時停止中は音び出ません。再生ボタンを押して通常 
の再生に戻してください。 

スーパーオーディオ CD のデジタル音声を出力でさない。 

スーパーオーディオ CD のデジタル音声を出力するた 
めには、エソテ U ックの D / A コンバータ ー（ □-日已/ 
D - 日 3/ D - 日])、または i . UNK ( ALO 日)端子のある D/A 
コンバーターび必要です。 

♦マルチチャンネルの音声を出力するためには、 
i . UNK ( AUDI 日)端子をマルチチャンネル対応の D / A ] 
ンバーターと接続し、に ch / マルチ ch の切換」を 
「Multi M 日 DE 」 にして、ディスクのマルチチヤンネル 
エ U ア (SACD Multi ) を選んで再生してくださし、た1 
ぺージ） 

WORD インジケーターび点滅ずる。 

■►ワードク□ックび入力されてない時は、ワードシンク 
はオフにしてください。 （1 曰ページ） 

♦ 同期でをない信号び入力されている可能性びあります。 
ワードシンク端子の接続や、接続している機器の設定 
を確認して < ださい。 

[No WordU が表示される。 

♦ ワードク□ックび入力されていません。外部マスター 
ク□ックジェネレーターとの接続、マスターク□ック 

ジェネレーターの電源や出力状態を確認して<ださい。 
♦ ワードク□ックび入力されていない時は、ワードシン 
クはオフにしてください。 （1 已ページ） 

rword Error」 が表示される。 

♦ 同期で走ない信号び入力されている可能性びあります。 
ワードシンク端子の接続や、接続している機器の設定 
を確認してください。本機で使用でさるワードク□ッ 
クは、 44.1788.2/ 1 76.4/1 日日 kHz でず。り已ぺージ) 

rWRD UNLOCK!」 む S 表示される。 

入力されているワードク□ックに□ックでさません。 
接続している機器の設定を確認してください。 （1 曰ペー 
ジ） 
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ディスクトレーの開閉時に 「TRAY ERRU び表示される。 

ディスクトレーの前に障害物びあったり、ディスクび 
正しくセットされていないと、開閉の途中でトレーび 
止まり 、 「TRAY ERR !」 び表示されます。原因を取り 
除いてから日 PEN / CL 日 SE ボタンを押せば、トレーは 
元の位置に戻ります。 


本機はマイコンを使用しておりまずので、が部か5の雑音 
やノイズ等によって正常な動作をしなくなることがありま 
ず。このよラな場台は一旦電源を切り、約1分後におめか 
5操作してください。 


仕様 

再生可能ディスク 

スーパーオーデイオ CD 、 CD 、 CD - R 、 CD-RW 


—般 

電源 . 1日日 V AC 已日 -6 日 Hz 

消費電力 .16 W 

外あ寸法 ( WxHxD 、 突起部含まず） 

442mm X 1 2目 mmx 332 mm 

質量 ... 1 4 k 邑 

許容動作温度 . +已で〜+3己む 

許容動作湿度 . 巳％〜8已％ (結露のないこと) 

許容保管温度 . 一2日で〜+已已む 


デジタル出力 

XLR 端子 X 2 系統 (Dual AES 出力時は、2つの端子を使巧 
するので1系統にな0ます） 

i . Unk ( AUDI 日)端子(目ピン )X ] 系統 
i . Unk ( AUDI 日)端子 (4 ピン) X ] 系統 

RCA 端モ X] 系統 


ワードシンク入カフォーマット 

端モ . BNCX 1 

入力巧能周波数（矩形波） 

44.1 kHz 、88.2 kHz 、 1 76.4 kHz . 10日 kHz 

入カレベル .. TTL レベル相当/7已〇 

ワードク□ック入力周波数レンジ .. ±1已 ppm 


付属品 

電源コード X ] 

U モコン ( RC -1] 56) X 1 
リモコン用乾電池禅 3)X2 本 
フ： U レト X 3 枚 
取扱説明書(本誌 )X ] 

ご愛用者カード XI 


取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあ0ます。 
仕様巧び外観は改善のため予告な < 変更することびありま 
す。 
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し LINK(IEEE1394) 


i . LIMK とは、国隙標準規格である IEEE 13 目 4 の別称でず。 
本徽ま i . LINK ( AUDI 日)に対応しています。 

本機のし LINK ( AUDIO ) 端テロ丄 INK ( AUDI 日)対応機器を 
し LINK ケーブルで接続すると、 2 chU ニア PCM 信号やマ 
ルチチャンネルの圧縮オーディオ信号に加え、従来アナ □ 
グでしか伝送できなかったスーノ くーオーディオ CD のマル 
チチャンネル信号をデジタルのまま伝送することびできま 
す。複数の i 丄 INK 対応機器を接続する場合、他の機器を経 
由して接続してちデータのや0とりび可能でずので、接続 
順序を意識する必要びありません。 


著作権保護システム DTCP 

i 丄 INK を使ってスーパーオーディオ CD の音声を再生する 
ためには、再生機器と D / A コンバーターの双方び菁作権保 
護システム DTCP ( Di 呂 ital Transmission Content 
Pratecti 日 n ) に対応していなければなりません。 

本機は DTCP に対応しています。 


データ転送速度 


• し LINK に対応していても、機器によっては動作しないこ 
とびおります。 

• 受信側の機器び本機の出カモードに対応していないこと 
びあります。接続する機器の取扱説明書わよ<お読みく 
ださい。 


複数のし LINK 機器を接続ずるには 


デイジーチェーン接続(数珠つなざ） 

数珠つなざに一列に接続する場をは、本機を含めて17台 
まで接続でさます。 



ツリー接続 

LLINK 端子を3個 ULL 備えている機器びある場合、逮中で 
分岐して接続することちでをます。本機を含めて] 7台ま 
で接続でをます。 


i . LlNK 対応機器のデータ転送速度には、1日日 Mbps(Sl 日日)、 
2日日 Mbps ( S 2 日日)、4日日 Mbps ( S 4 日日)の3種類びあ0 
ます。本機の最大データ転送速度は400 Mbps でず。 
接続には、市販の S 4 日日対応の目ピンまたは4ピン i 丄 INK 
ケーブルをお使いください。 



複数の機器を接続するとをに、データ転送速度の遅い機器 
を間に挟むと、データ転送速度び遅くな0ます。でさるだ 
けデータ転送速度び同じ機器を上流に並べて接続してくだ 
さい。 


ま意 

参し LINK の伝送フォーマツトには、本機の HUNK 
( AUDIO )」（ A & M 3 n トコル)の他に、日 S デジタルなど 
の 「 MPEG -2 T 引、 DV □レコーダーやデジタルビデオ 
の 「 DV 」 などびあります。本機にし LINK ( AUDIO ) 非対応 
の機器(バソコンの周辺機器など)を接続ずると、誤動作 
や故障の原因にな0まずので、絶対に接続しないで<だ 
さい。 

♦ データ転送中は、つなびっている機器の LINK ケーブル 
を损さ差ししたり、電源をオン/オフしないでくださし、。 

♦ 1. LINK 対応機器によっては、電源びオンになっていない 
とデータを中継でさないものびあります。 


信号を出力した機器に、同じ信号び戻ってしまラと動作し 
ません。接続び輪りレープ)にならないよラにミち意してくだ 
さし、。 
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保証と アフターサービス 


■保証書 

保証書はご愛用者力ードと引を換えに発行いたしまず。 

添付のご愛用ちカードに必要事項をご記入の上、速やかに 
お送りください。保証書び届をました5、保証内容をご確 
認の上、大切に保管してください。 

保証期間はお買い上げ曰か5—年です。 


無料修理規定 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で保記 
期間内に故障び発生した場合には、弊社サービス部門び無料修理いたしま 
す。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、保围書をご提示の上、弊 
社サービス部門またはお買い上げの販売店に修理をご依頼ください。商品 
を送付していただく場合のを付ち法については、き前に弊社ヴービス部門 
にお問い合わせください。なお、離島および離島に準じる遠隔地への出張 
修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 

3. ご転居、ご贈答品等でお買い上げの販売店に修理をご依頼になれない場合 
は、弊社サービス部門にご連絡ください。 

斗巧の場合には保証期間内でも有料修理となります。 

(1) ご使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 

(2) お買上げをの輸送-移動-落下などによる故障および損傷 

(3) 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害や異常電圧によ 
る故障および損傷 

(4) 接続している他の機器に起因する故障および損傷 

(5) 業務用の長時間使用など、特に苛酷な条件下において使用された場 
合の故障および損傷 

(日）メンテナンス 

(7) 保記書の提示びない場合 

旧）保前書にお買上げ年ち曰、お客様名、販売店名（印）の記入のない 
場合、あるいは字ち]を書を替えられた場合 
已.保証書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

6. な証書は再発行いたしませんので、紛失しないよラ大切にイ呆管してください。 


■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持ずる 
ために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有していま 
す。 

■ごす明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、な5びにご不明な点は、お買い上げ 
の販売店またはティアック修理センター (28 ページに記 
載)にお問い合わせ < ださし、。 

■修理を依頼されるときは 

24、2巳ページの「困ったときは」に従って調べていただき、 
なお異常のあるとさは使巧を中止し、必ず電源プラグをコ 
ンセントから损いて、お買い上げの販売店またはティアッ 
ク修理センター （28 ページに記載)にご連絡ください。 

なお、本体の故障をしくは不具合により発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦ください。 

保証期間中は 

修理に隙しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていたださます。 


保証期間び過ぎているときは 

修理すれば使用で走る場合は、ご希望により有料にて修理 
させていたださます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教育 
費び含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合ちあり 
ます。 

出張料：製品のある場所へ技術をを派遣する場合の費巧 
です。 

修理の際ご連絡いただきたい內容 

型ち：スーパーオーディオ CD / CD トランスポート 
P -0 已 

シリアルナンパー： 

お買い上げ曰： 

販売店ち： 

お客様のご連結巧 

故障の状況(できるだけ詳しく） 

■廃棄ずるとをは 

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、お 
客様のご負担にな0ます。 


分解-改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでください。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関政がによる 
修理や改造び行われた場合は、保証期間内であってわ保 
証対象がとな0ます。 

当社指定のサービス機関政がによる修理や改造によって 
この機器び故障または損傷したり、人的-物的損害び生 
じてを、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

] 楽しい音楽わ、場合によっては大変気 
になるものです。静かな夜間には小さ 
な音でわよく通り、隣近所に迷惑をか 
けてしまラことびあ0ます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めた〇へッドホンを使巧 
するなどして、お互いに快適な生活環境を守りましょラ。 
このマークは音のェチケットのシンボルマークです。 
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エソテリック株式会社 

干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 http :// www . esoteric . jp / 


この製品のお取り扱い等に関ずるお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連給ください。お問い合わせ受付時間は、 

± •日•祝日-弊社休業日を除く 9:30〜12:00/13:00〜17:00です。 


AV お客様柏談室 


SS 

お内 ilBB で OK 

ナビブ Y トル 


0570 - 000-701 

一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 


干20目-853日東京都多摩市落合1 -47 

電言舌： 042 -3 曰目-923已 / FAX : 042-3 百色-9242 


故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアツク<霞理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰•祝日*興社休業日を除く 9:30〜17:日0です。 

ティアツク修理センター 

0570 - 000-501 

ナヒ'ず!ホル ー般電話.公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 

干19日-1232東京都西多摩郡瑞穂町長岡 2-2-8 
電言舌： 042-己曰目-2280 / FAX : 042-5 己 6-2281 


>ナビダイヤルは全国どこか5お掛けになっても市内通話料金でご利用いただけま 
す。 PHS • IP 電話などか5はナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の 
電話番号にお掛けください。 

>新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利用いただけないことびあ0ます。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い合わせいただくか、通常の電話 
番号にお掛けください。 

I 住所や電話番号は、予告なく変更する場合びあります。あ5かじめご了承ください。 
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